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南インドの超高温変成岩にみられるNaセードル閃石の成因と安定性
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　南インド・グラニュライト帯は，原生代後期～カンブリア紀初期におけるゴンドワナ大陸形成に伴う大陸衝突によっ
て形成された造山帯である．グラニュライト帯と太古代クラトンとの境界は Palghat-Cauvery剪断帯（PCSZ）として定
義され， 12 kbarを越える高圧の累進変成作用と 950℃を越える超高温条件のピーク変成作用によって特徴づけられる．
Panangad地域周辺のPCSZは主にチャノッカイト，ホルンブレンドー黒雲母片麻岩からなり，レンズ状または層状のMg-Al
岩をともなう．Mg-Al 岩はサフィリン +コランダム +スピネル +菫青石の鉱物組み合わせをもち，粗粒でNaに富む（最
大 0.81 pfu）ゼードル閃石を含む．ゼードル閃石の多くは累進～ピーク変成作用時の成長組織を示すことから超高温条件
で安定な鉱物と考えられ，後退変成作用時に形成された低Naゼードル閃石とは明らかに異なる．ゼードル閃石の一部は
藍晶石とともにざくろ石に置換された組織を示し，そのNa含有量はゼードル閃石の中心部からざくろ石との接触部に向
かって連続的に上昇する．したがって，累進変成作用における以下の反応により，Naに富むゼードル閃石が形成された
と考えられる．
　　　ゼードル閃石 +藍晶石→ Naゼードル閃石 +ざくろ石 +菫青石 + H2O　
したがって Naに富むゼードル閃石はピーク変成作用時に安定な鉱物と考えられ，その存在は超高温変成作用の指標と

なる可能性がある．
　ゼードル閃石の高温条件下での安定性を確認するため，12 kbar, 1000℃での高温高圧実験を行った．その結果，新

たなゼードル閃石の成長が確認されたが，その Na含有量は極めて低く，逆に共存するメルト（ガラス）が最大 8.5 wt.%
の Na2Oを含む．つまり，岩石の部分溶融によりメルトに Naが濃集したと考えられる．一方，野外での産状観察では
Mg-Al 岩に顕著な部分溶融組織はみられない．また予察的な流体包有物の解析によると，この岩石はCO2に富む流体を
含む．以上の結果から，PCSZでは CO2流体の卓越により相対的に H2Oの活動度が低下して部分溶融が抑制され，その
結果として Naに富むゼードル閃石が超高温条件下で安定に存在したと考えられる．


